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よ
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、
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あ
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付
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ま
す
。
な
手
元
K
配
付
い
た
し
ま
し
た
会
議
日
程
表
は
、

本
定
例
会
の
大
体
の
日
取

P
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
運
営
協
議
会
の
意

見
K
よ
-P
作
成
い
え
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
を
h
g
b

む
ね
ζ

の
会
議
日
程
表

に
よ

P
運
び
ま
す
と
と
も

K
、
そ
の
間
議
案
の
追
加
、
・
ま
た
は
議
事
の
都
合

-_-. 
一-
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等
に
よ
h
y
ま
し
て
、
そ
の
都
度
と
れ
を
改
め
る
と
と

K
い
た
し
ま
し
て
、
大

体
ζ

の
よ
う
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ
に
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

p
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
議
日
程
は
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

議

案

上

程

の

O
議
長
(
林
豊
君
〉
議
案
第
四
十
四
号
乃
至
議
案
第
四
十
七
号
及
び
認
定

第
一
号
乃
至
認
定
第
七
号
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
と
れ
よ
り
各
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

提

案

理

由

の

説

明

〈
市
長
半
淳
良
一
君
登
壇
〉

O
市
長
(
半
淳
良
一
君
)
本
目
、
と
と
忙
第
三
固
定
例
市
議
会
を
招
集
い
た

し
、
当
面
ナ
る
諸
案
件
に
つ
い
て
御
審
議
を
会
厭
い
す
る
と
と
と
い
た
し
ま

し
た
が
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
御
多
忙
の
と
と
ろ
御
出
席
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
す
。

今
回
、
提
案
い
た
し
ま
す
案
件
は
、
一
般
議
案
三
件
、
補
正
予
算
一
件
並

び
K
認
定
七
件
で
あ
-P
ま
す
。

以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
四
十
四
号
財
産
の
取
得
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
と
れ

は
城
山
公
園
整
備
事
業
に
係
る
用
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
と
の

ほ
ど
昭
和
五
十
六
年
度
県
費
稽
助
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、
補
助
金
の
内
示

も
あ
・
9
、
を
た
関
係
地
主
の
了
解
も
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
館
山
市
舘
山
字

城
山
三
六
三
番
の
一
ほ
か
二
十
五
筆
、
面
積
九
千
七
百
二
十
・
四
五
平
方
メ

ョ掃

祖、
ー.『ー-a 

~ 、

ー
ト
ル
の
土
地
に
つ
い
て
、
予
定
価
額
五
千
六
百
八
十
二
万
八
千
五
百
五
十

四
円
を
も
っ
て
千
本
治
郎
氏
ほ
か
十
二
名
か
ら
質
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

次
w
h

、
議
案
第
四
十
五
号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

道
路
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
三
五
一
号
線
、
三
五
二
号
線
及

び
六
三

O
号
線
を
市
道
と
し
て
認
定
い
た
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

P
ま
す
。

念
b
、
延
長
は
、
三
五
一
号
線
が
二
十
九
メ
ー
ト
ル
、
一
二
五
二
号
線
が
百

三
十
七
メ
ー
ト
ル
、
六
三

O
号
線
が
百
五
十
一
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
員
は
、
三

五
一
号
線
が
一
・

0
メ
ー
ト
ル
、
三
五
二
号
線
が
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
六
三

O
号
線
が
一
・

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
ま
す
。

次
W

件
、
議
案
第
四
十
六
号
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
で
あ
-P
ま
す
が
、

道
路
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
K
基
づ
き
、
館
山
市
ヨ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
施
設
建

設
用
地
内
の
市
道
三
五

O
号
線
、
市
道
三
五
一
号
線
、
市
道
三
百
五
十
二
号

線
及
び
市
道
六
三

O
号
線
の
廃
止
を
い
た
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

念
念
、
延
長
は
、
市
道
三
五

O
号
線
が
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
市
道
三

五
一
号
線
が
二
百
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
市
道
三
五
二
号
線
が
三
百
二
十
メ
ー

ト
ル
、
市
道
六
三

O
号
線
が
五
百
十
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
は
、
市
道
三
五

O

号
線
が
一
・

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
こ
・
六
メ
ー
ト
ル
、
市
道
三
五
一
号
線
が
一

・
0
メ
ー
ト
ル
、
市
道
三
五
二
号
線
が
こ
・
六
メ
ー
ト
ル
、
市
道
六
一
二

O
号

線
が
一
・

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
h
y
ま
す
。

次
花
、
議
案
第
四
十
七
号
昭
和
五
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(
第
四
号
)
で
あ

P
ま
す
が
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
い
た
し
ま
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
七
十
三
万
八
千
円
を
追
加
し
、
総
額
九
十
二
億
八

千
四
万
五
千
円
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
、
主
ま
も
の
と
し
ま
し
て
、
総
務
費
で
は
、
庁
舎
敷
地
内

K

-7ー



建
設
を
予
定
す
る
身
体
障
害
者
用
便
所
新
築
工
事
費
で
百
二
十
万
円
、
昭
和

五
十
五
年
度
k
h
u
い
て
交
付
さ
れ
た
生
活
保
護
費
負
担
金
等
園
、
県
支
出
金

の
精
算
に
よ
る
返
還
金
百
九
十
六
万
五
千
円
の
追
加
、
去
る
七
月
十
七
日

K

予
定
さ
れ
て
い
た
館
山
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
無
投
票
に
な
っ
た
と
と

K
よ
る
関
係
経
費
百
五
十
二
万
五
千
円
の
減
額
。

民
生
費
で
は
、
工
事
費
と
し
て
二
百
二
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

ζ

れ
は
、
児
童

K
健
全
左
遊
び
場
を
与
え
る
た
め
青
柳
地
区
に
児
童
遊
園
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

P
ま
す
。

衛
生
費
で
は
、
来
年
度
か
ら
衛
生
セ
ン
タ
ー
隣
接
地

K
建
設
を
予
定
い
た

し
ま
す
ど
み
処
理
施
設
の
建
設
用
地

K
つ
い
て
地
質
調
査
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
h
J
ま
す
の
で
、
そ
の
調
査
費
と
し
て
三
百
七
十
五
万
円
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
周
辺
農
道
整
備

K
要
す
る
工
事
材
料
費
二
百
二
十
二
万
千
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
費
k
h
v
き
ま
し
て
農
免
道
路
整
備

K
伴
う
補

償
費
と
し
て
百
二
十
万
円
、
水
産
業
費
で
は
、
水
産
資
源
の
維
持
、
増
殖
を

図
る
た
め
の
魚
礁
設
置
事
業
補
助
金
と
し
て
三
百
九
十
万
千
円
。

商
工
費
で
は
、
館
山
市
の
特
性
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
b
を
計
画
的
K

推
進
す
る

K
あ
た
り
、
基
本
的
な
計
画
策
定
を
行
う
た
め
の
委
託
料
と
し
て

四
百
七
十
五
万
円
。

土
木
費
で
は
、
ど
ん
ど
ん
川
整
備
工
事
費
四
百
五
十
万
円
、
都
市
計
画
事

業
の
推
進
に
伴
う
旅
費
百
万
三
千
円
。

教
育
費
で
は
、
西
岬
地
区
の
通
学
用
道
路
用
地
測
量
調
査
費
二
百
二
十
万

円。
災
害
復
旧
費
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
及
び
昭
和
五
十
六
年
度

K
災
害
を

と
う
む
っ
た
岡
田
川
及
び
市
道
洲
宮
布
沼
線
の
工
事
貸
千
二
百
万
円
等
の
追

加
を
b
願
い
す
る
も
の
で
あ
-P
ま
す
。

.rー、ごF一、ー

以
上
、
歳
出
の
主
な
も
の

K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
と
れ

ら
の
財
源
と
し
ま
し
て
圏
、
県
支
出
金
の
特
定
財
源
で
千
五
百
三
十
一
万
千

円
、
そ
の
他
を
繰
越
金
を
も
っ
て
充
当
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y
ま
す
。

次
K
、
認
定
第
一
号
乃
至
第
七
号
の
諸
案
件
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
五
イ
五

年
度
館
山
市
一
般
会
計
ほ
か
六
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
市
議
会
の

認
定
を
沿
願
い
す
る
も
の
で
あ

D
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
に
な
け
る
わ
が
国
の
経
済
は
、
前
年
度
後
半
の
金
融
引

き
締
め
政
策
K
よ

P
景
気

K
か
げ

D
が
見
ら
れ
た
と
と

K
よ
り
、
三
次

K
わ

た
-P
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
の
結
果
、
企
業
の
設
備

投
資
並
び

K
輸
出
は
比
較
的
に
固
い
伸
び
を
示
し
ま
し
た
が
、
個
人
消
費
の

伸
び
悩
み
、
公
共
投
資
の
抑
制
基
調
に
よ
り
景
気
は
後
退
の
様
相
を
示
す
も

の
と
左
h
y
ま
し
た
。

他
方
、
国
家
財
政
は
、
財
政
再
建
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
一
般
歳

出
で
は
極
力
経
貨
の
節
減
、
合
理
化
が
図
ら
れ
、
歳
入
で
は
、
公
債
の
発
行

額
が
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
一
兆
円
圧
縮
さ
れ
た
と
と
に
よ
り
、
一
般
会
計

k
b
け
る
予
算
規
模
は
、
前
年
度
に
対
し
一

0
・
三
労
と
低
い
伸
び
率
と
な

り
ま
し
た
が
、
念
h
g

そ
の
発
行
額
は
、
十
四
兆
二
千
七
百
億
円

K
及
ん
で
念

り
ま
す
。

-8-

ま
た
、
地
方
財
政

K
沿
い
て
も
、
引
き
続
き
予
想
さ
れ
た
財
政
難

K
対
し

て
交
付
税
会
計
へ
の
資
金
運
用
部
か
ら
の
借

p
入
れ
、
建
設
地
方
債
の
発
行

等
の
措
置
を
講
じ
て
財
源
不
足
を
補
っ
て

b
p、
地
方
公
共
団
体
も
国
と
同

様
に
地
方
債
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
b
り
ま
す
。

と
の
よ
う
念
背
景
の
中
で
、
本
市
は
、
国
の
財
源
措
置
に
呼
応
す
る
と
と

も
に
、
穣
力
財
源
の
確
保
に
努
め
る
一
方
、
執
行
面
で
は
、
内
部
点
検
に
よ

-_"崎、. 
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-P
事
務
事
業
の
民
問
委
託
等
を
行
っ
て
経
費
の
節
減
を
図

P
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
、
計
画
的

K
配
分
い
た
し
ま
し
て
、
前
年
度
決
算
審
査
特
別
委

員
会
及
び
予
算
審
査
特
別
委
員
会
よ
り
御
指
導
並
び
忙
要
請
を
い
た
だ
い
た

事
項
に
十
分
留
意
い
た
し
ま
し
て
、
「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
、
「
福
祉

社
会
づ
く
り
」
、
「
教
育
、
文
化
の
環
境
づ
〈
り
」
、
「
産
業
の
基
盤
づ
〈

-P」
の
四
項
目
を
重
要
施
策
と
し
て
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
生
活

基
盤
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ζ

の
結
果
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
決
算
k
b
き
ま
し
て
は
、
実

質
収
支
で
四
億
五
千
三
百
万
余
円
の
黒
字
決
算
を
遂
げ
る
と
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
え
、
特
別
会
計
k
b
き
ま
し
て
は
、
独
立
採
算
制
を
確
保
す
る
た
め

合
理
化
を
図
り
つ
つ
そ
の
運
営

K
あ
た
h
y
ま
し
た
が
、
特

K
、
国
民
健
康
保

険
会
計
k
b
き
ま
し
て
は
、
当
初
予
定
さ
れ
ま
し
た
医
療
費
の
改
定
が
行
わ

れ
念
か
っ
た
と
と

K
よ
P
ま
し
て
、
実
質
収
支
で
一
億
千
四
百
三
十
九
万
二

千
余
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
会
り
ま
す
。

水
道
企
業
会
計

K
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
次
拡
張
事
業
の
二
年
度
目

K
あ

た
り
、
と
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
東
長
田
、
西
長
田
、
出
野
尾
、
問
団
地

区
へ
給
水
す
る
た
め
配
水
管
等
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市

の
水
道
供
給
の
現
状
か
ら
夏
季
の
水
需
要
期
に
一
層
安
定
し
た
給
水
を
図
る

た
め
、
作
名
浄
水
場
の
沈
で
ん
池
改
良
工
事
を
行
い
、
給
水
能
力
の
拡
充
に

努
め
ま
し
た
。

念
会
、
本
年
度
は
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
六
月
か
ら
水
道
料
金

を
平
均
三
九
・
五
¢
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
益
的
収

支
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
年
度
収
支
で
三
千
九
十
九
万
五
千
余
円
の
黒
字
を

生
じ
ま
し
て
、
前
年
度
か
ら
の
累
積
赤
字
一
億
千
百
二
十
六
万
五
千
余
円
が

八
千
二
十
七
万
余
円

K
減
少
い
た
し
・
ま
し
た
。

一五主

司、
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国
民
宿
舎
企
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
面
改
築
の
上
、
営
業
を
開
始

し
た
と
と
ろ
で
す
が
、
冷
夏
等
の
影
響
も
あ
り
ま
し
て
、
利
用
人
員
等
の
伸

び
悩
み

K
よ
b
二
千
百
三
十
二
万
九
千
余
円
の
純
損
失
と
な

P
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
決
算

K
つ
い
て
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
・
ま
し
た
が
、

個
々
の
施
策
K
つ
き
ま
し
て
は
、
決
算
K
関
す
る
主
要
念
施
策
の
成
果

K
関

す
る
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
等

K
よ
り
御
了
承
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

以
上
、
本
定
例
市
議
会
k

b
い
て
上
程
い
た
し
ま
す
各
案
件

K
つ
き
ま
し

て
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
念
台
、
館
山
市
立
船
形
小

学
校
防
音
改
築
工
事
(
第
二
期
内
装

)
K
係
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
並
び

K
任
期
満
了
K
伴
う
館
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

K
つ
い
て

館
山
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
及
び
館
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
並
び
に
目
下
欠
員
中
の
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
議
会
の
同
意
を
得
た
く
追
加
議
案
と
し
て
上

程
を
な
願
い
す
る
予
定
で
あ

b
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
な
る
榔
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
沿
願
い
申
し
上
げ
、
提
案

理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

O
議
長
(
林
豊
君
)
以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

-9-

延

会

午
前
十
時
二
十
分
延
会

O
議
長
(
林
豊
君
)
会
諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
会
議
は
と
れ

K
て
延
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

p
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
念
し
と
溜
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
日
は
ζ

れ
に



て
延
会
す
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。

念
-
宏
、
明
九
月
十
三

8
か
ら
十
六
日
ま
で
議
案
調
査
の
た
め
休
会
、
次
会

は
九
月
十
七
日
午
前
十
時
開
会
と
し
、
そ
の
議
事
は
通
告
に
よ
る
行
政
一
般

質
-
一
一
円
を
行
い
ま
す
。

と
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。
各
議
案
の
質
疑
通
告
の
締
め
切
り
は
九
月
十
七

日
正
午
ま
で
で
あ

P
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

O
本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
会
議
日
程
の
決
定

一
、
議
案
第
四
十
四
号
乃
至
議
案
第
四
十
七
号
、

認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七

広三九
-，フ

a〆〆戸、、♂F

"_由、a叫、-
， 

-10ー

.. 


	空白ページ
	空白ページ

